（様式３）

営農型発電設備の下部の農地における農作物の生産に係る状況報告書

　　　　年　　月　　日

愛知県知事　殿

住所

氏名　　　　　　　　　　　　

　　　　年　　月　　日付け　　　農第　　　号で農地法第　条第１項の許可を受けた農地に係る営農型発電設備の下部の農地における農作物の生産に係る状況について、下記のとおり報告します。

記

１　農地法第　条第１項の許可を受けた者の氏名等（４条１項の許可を得た場合は貸人に記入する）
	
	氏　　名
	住　　　　　所

	借人
	
	

	貸人
	
	


２　許可を受けた土地の所在等

	所　在　及　び　地　番
	地　目
	面　積

	
	
	㎡
のうち　　　　㎡


３　許可を受けた農地に係る営農型発電設備の下部の農地における収量等
　　ア　イ以外の場合
	作物名
	作付面積

(㎡)
	収穫高

(kg)
	単　収

(kg/10a)
	地域の平均的単収(kg/10a)
	備　　考
（耕作者が１の貸人と異なる場合はその氏名）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　　イ　荒廃農地を再生利用する（した）場合
	作物名
	作付面積

(㎡)
	農地の利用の程度
（農地法第32条第1項各号のいずれかに該当するとされた場合はその旨）
	備　　考
（耕作者が１の貸人と異なる場合はその氏名）

	
	
	
	

	
	
	
	


４　許可を受けた農地に係る営農型発電設備の下部の農地において生産された農産物の品質

	作物名
	出荷用・自家消費の別
	生産農産物の品質

	
	
	

	
	
	


５　上記記載についての知見を有する者の所見

	所見（該当する方に○を付し、「所見あり」の場合は、内容を記載する）

　所見あり・所見なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確認年月日　　　年　　　月　　　日


　　　　　　　　　知見を有する者　　　　　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職等及び氏名　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（注意）

１　収穫直前の、農作物の生育状況が確認できる写真を添付すること。

２　本書は許可した土地のある農業委員会を経由して提出すること。

３　報告をもとめる項目は、今後の国の指示等により変更・追加する場合がある。

（記載上の注意）

１　「２　許可を受けた土地の所在等」は、許可に係る土地について記載すること。

２　「３　許可を受けた農地に係る営農型発電設備の下部の農地における収量等」の「作物名」及び「作付面積」欄は、許可に係る申請書の内容と一致すること。作物及び作付面積を変更した場合は、変更した理由と作付をした農地の部分を図により作物ごとに示して面積を計算すること。

３　「３　許可を受けた農地に係る営農型発電設備の下部の農地における収量等」のアの「収穫高」欄は許可に係る営農型発電設備の下部の農地（許可申請時において「下部の農地」とした農地の範囲）の収穫高を記載し、出荷したものについては、出荷量を証する書面の写しを添付すること。

４　「３　許可を受けた農地に係る営農型発電設備の下部の農地における収量等」のアの「地域の平均的単収」欄は、報告に係る土地の周辺地域において営農型発電設備を設置していない農地の平均的な単収を記載すること。地域において比較する農地がない場合は、自然条件に類似性のある他地域の平均的な単収を記載する。
５　「３　許可を受けた農地に係る営農型発電設備の下部の農地における収量等」のアの「地域の平均的単収」欄の数値については、根拠となる関連データ又は知見を有する者の意見書及び計算により数値を算出した場合には計算書を添付すること。

６　耕作者が土地所有者以外の場合は「３　許可を受けた農地に係る営農型発電設備の下部の農地における収量等」の備考欄に耕作者の氏名を記入すること。
７　「３　許可を受けた農地に係る営農型発電設備の下部の農地における収量等」のイの「農地の利用の程度」欄は、当該農地での農作物の生産の状況について、周辺の地域における農地の利用の程度と比較した利用の程度を含めて記載する。農地法第３０条第１項の利用状況調査にて、法第３２条第1項各号のいずれかに該当すると判断された場合はその旨も記載する。
８　「４　生産された農産物の品質」欄は、作物ごとに、出荷用・自家消費用それぞれの用途に耐えられるか否か、地域の営農型発電設備の設置の無い農地との比較で品質に著しい違いがあるか否かの観点で記載する。

９　「５　上記記載についての知見を有する者の所見」欄は、確認を行った者の知見と照らし、「３　許可を受けた農地に係る営農型発電設備の下部の農地における収量等」欄及び「４　生産された農産物の品質」欄の記載内容に疑義がある場合は「所見あり」に○を付しその内容を、疑義等がない場合には「所見なし」に○を付すこと。農業委員会又は県からの問合せができるよう確認者の所属、職等、氏名、連絡先を明記すること。

なお、知見を有する者は普及指導員、試験研究機関、農業委員会等が考えられる。
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